
  

接
で
伝
え
た
い
」
と
い
う
場
合
が
生

ま
れ
ま
す
。 

各
市
町
村
で
の
対
応
を
見
る
と
、

「
そ
の
場
合
も
局
面
接
は
受
け
る

べ
き
」
と
い
う
場
合
も
あ
れ
ば
、「
そ

れ
は
面
接
を
受
け
な
く
て
も
い
い
」

と
い
う
対
応
も
あ
り
様
々
、
局
に
よ

る
指
導
と
い
う
よ
り
は
、
各
市
町
村

に
ま
か
さ
れ
て
い
る
現
状
で
す
。 

現
行
の
人
事
異
動
要
領
に
改
正
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い
ま
、
「
局
面
接
」
の 

現
状
は
… 

３
ペ
ー
ジ
で
触
れ
た
よ
う
に
、

こ
の
二
〇
年
間
は
「
局
面
接
」
が
行

わ
れ
、
私
た
ち
は
「
学
校
職
員
個
人

調
書
」
と
合
わ
せ
て
、
教
育
要
求
や

生
活
要
求
を
伝
え
る
場
と
し
て
、

面
接
を
受
け
る
こ
と
を
権
利
と
し

て
考
え
て
き
ま
し
た
。 

確
か
に
、『
人
事
異
動
要
領
が
出

さ
れ
る
→
異
動
希
望
を
出
す
→
面

接
を
受
け
る
』
と
い
う
流
れ
に
お

い
て
、
毎
年
様
々
な
課
題
が
生
ま

れ
ま
す
。
大
切
に
し
あ
い
た
い
の

は
、「『
学
校
づ
く
り
と
人
事
』
の
仕

組
み
を
理
解
す
る
こ
と
」
で
す
。
そ

の
う
え
で
、
管
内
教
職
員
と
し
て
、

次
の
３
点
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
局

面
接
の
意
義
が
深
ま
り
、
理
解
と
納

得
に
よ
る
人
事
が
実
現
す
る
こ
と

を
理
解
し
あ
い
た
い
も
の
で
す
。 

①
面
接
を
受
け
る
意
義
も
含
め

て
、
学
校
づ
く
り
と
人
事
の
学

習
が
必
要
。 

➡
面
接
の
意
義
や
意
味
を
理
解
し
た

上
で
、
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
。 

②
個
人
調
書
を
補
う
観
点
で
、
面

接
を
受
け
る
こ
と
の
大
切
さ
。 

③
早
い
段
階
か
ら
希
望
の
具
体

を
考
え
る
こ
と
の
重
要
性
。 

 

教
育
関
係
者
が 

解
明
す
べ
き
事
例
と
し
て 

現
在
の
人
事
異
動
要
領
で
は
、

「
異
動
対
象
者
・
異
動
希
望
者
の
中

で
、
面
接
を
受
け
る
希
望
が
あ
れ
ば

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
も
の
で

す
。
現
実
的
に
は
、「
異
動
対
象
者
だ

け
ど
、
異
動
希
望
は
な
い
』『
異
動
対

象
者
だ
け
ど
、
校
長
と
〝
来
年
も
う

ち
の
学
校
で
〟
と
一
致
し
て
い
る
』

な
ど
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
う
え
で
、「『
来
年
も
う
ち
の
学
校

に
残
り
た
い
』
と
い
う
こ
と
を
局
面

さ
れ
た
際
に
「
個
人
調
書
」
が
改
め

ら
れ
、「
異
動
希
望
の
有
無
」
欄
が
な

く
な
り
、「
異
動
対
象
者
だ
け
ど
、
異

動
希
望
が
な
い
」
場
合
の
希
望
の
明

記
に
つ
い
て
の
対
応
が
あ
や
ふ
や

に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
大

き
な
混
乱
が
起
こ
ら
な
い
の
は
、

「
局
面
接
」
が
理
解
と
納
得
を
求
め

合
う
機
会
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
意

義
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

宗
谷
教
育
局
が
策
定
し
た

「
人
材
育
成
プ
ラ
ン
」
で
は

「
中
堅
教
員
の
不
足
」
・
「
教

頭
昇
任
候
補
の
不
足
」
を
打

開
す
る
視
点
と
し
て
「
キ
ャ

リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
に
応
じ
た
人

事
配
置
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
「
キ
ャ
リ
ア
ビ

ジ
ョ
ン
の
明
確
化
」
を
促
し
、

多
種
多
様
な
経
験
を
積
む
こ

と
が
で
き
る
人
事
配
置
の
推

進
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。 

小
中
学
校
教
員
の
人
事
異

動
要
領
は
、
各
教
育
局
が
作

成
す
る
た
め
、
す
で
に
「
キ
ャ

リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
関
す
る

考
え
方
を
導
入
し
て
い
る
教

育
局
も
あ
り
ま
す
。
例
に
挙

げ
た
の
は
胆
振
教
育
局
の
も

の
で
す
。「
五
年
後
」「
一
〇
年

後
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
今
後
の

異
動
の
計
画
を
書
く
欄
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

人
材
育
成
プ
ラ
ン
に
よ
る

と
、
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を

明
確
に
す
る
こ
と
は
「
教
員

に
各
自
の
将
来
像
を
意
識
さ

せ
る
た
め
」
と
し
て
い
ま
す
。
宗
谷

の
現
状
で
い
え
ば
、
『
２
校
８
年
の

ル
ー
ル
に
沿
っ
て
、
他
管
に
出
て
キ

ャ
リ
ア
を
積
み
ま
す
』
と
書
く
先
生

が
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
こ
と
が
「
中
堅
教
員
の
不
足
」「
教

頭
昇
任
候
補
の
不
足
」
と
い
う
課
題

を
克
服
す
る
と
は
考
え
に
く
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。 

一
方
で
、
局
面
接
の
場
な
ど
に
お

い
て
「
現
時
点
で
の
今
の
思
い
を
整

理
し
て
書
い
た
」
と
い
う
点
で
の
キ

ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
が
話
題
に
な
る
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
意

味
で
は
、
局
面
接
と
い
う
場
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重

そ
の
具
体
的
な
事
例
の
ひ
と
つ

と
し
て
「
局
面
接
」
や
「
学
校
職
員

個
人
調
書
」
の
あ
り
方
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
が
宗
谷
の
教
職
員
と
し

て
よ
り
よ
く
が
ん
ば
れ
る
た
め
の

方
策
と
な
る
よ
う
、
知
恵
を
出
し
合

い
ま
し
ょ
う
。 

 
 

異
動
希
望
の
「調
書
」が
変
わ
る
？ 

人
材
育
成
プ
ラ
ン
が
求
め
る
「キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
」と
は
？ 

大
事
な
の
は
、 

「宗
谷
で
頑
張
ろ
う
」と
い
う
思
い
へ
の
激
励
だ
！ 

い
わ
ゆ
る
『
宗
谷
の
教
育
』
と
い

う
教
育
運
動
や
そ
こ
に
流
れ
る
教

育
条
理
は
、
宗
谷
の
教
育
関
係
者
が

「
宗
谷
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」

と
大
切
さ
に
共
感
し
あ
い
な
が
ら

今
日
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
も
の
で

す
。
そ
の
う
え
で
、
な
お
教
育
条
件

や
教
育
環
境
、
勤
務
の
あ
り
方
な

ど
、
す
べ
て
含
め
た
「
教
育
条
件
」

が
よ
り
豊
か
に
な
れ
ば
、
「
人
材
育

成
プ
ラ
ン
」
が
掲
げ
る
「
中
堅
教
員

の
不
足
」
は
解
消
さ
れ
、「
教
頭
昇
任

候
補
の
不
足
」
と
い
う
課
題
解
決
に

も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。 

学芸会・学校祭で忙しいし考える時間な
い💦 調書にかけなくても面接で話せば
いいかな？ 

局面接の意義が感じられない面接のよくある例 

②「個人調書」を見ればわかる範囲でしか話題
が膨らまない 

③多忙の折、調書提出までに個人調書に書く内容が
詰められていない。 

①本人が「局面接」の意義をつかんで
いない 
例 「どうせ、機械的に動かされるし…」 
「話すことなんてないし…」 

35%

15%13%

11%

10%

8%

8%局に直接、意見を聞いてほしい

学校づくりの観点から必要

調書を補う観点で必要

具申・内申の確かめの場として必要

機械的人事にならないための必要

その他（必要だという観点で）

必要性を感じない

局面接を実際に受けた方の声から 
宗谷教組では、昨年度の「局面接」を実際に受けた方にアンケートを

お願いしました。下のグラフは、局面接を受けて抱いた「局面接の意義」

をついて回答いただいたものをまとめたものです、 

特徴的な声として… 

◆局面接は必要だと考えます。やはり、希望を伝えるには直接伝え

るのが一番であるのに加え、局としての考えも聞くことができる

のが、見通しを持つことにつながります。 

◆学校づくりは、学校の内情を理解しないとできません。だから、

面接でそのあたりも含めて語りたいです。 

◆それぞれに仕事以外に抱えていることがある。それをふまえた上

での人事にならなければ、安心して働くことができないです。局

面接での具体的な話をなくすのは、大変困ると思います。 
 

異動の経験がある方なら、局面接のエピソードをお持ちの方もいるで

しょう。ぜひ、そうした経験を語り合ってみませんか？ 「まだ異動し

たことがない」という先生も局面接のイメージを持てることでしょう。 
 

実際に局面接を受けて感じた「面接の意義」 

「人材育成プラン」とは？ 
５月１６日に各市町村教育委員会に発出された「宗谷管内におけ

る小・中学校教員の人材育成プラン」というのが正式名称です。 
 

 
管内の状況 

○中堅教員の不足 

＝他管内への異動希望が多く、管内のミドルリーダーが不足 

○教頭昇任候補の不足 

＝管理職を目指す教員が少ない。女性管理職の比率が全道で最

も低い 

○研修機会の不足 

＝経験年数・校内での役割に応じた研修が未整備、道研・特セ

ンの受講者が少ない 

 

 

中・長期的な視点に立った教員の資質・能力の向上を図る 

 

取組の視点 

キャリアビジョンに応じた人事配置 

早期からキャリアビジョンを明確にし、教育として多種多様な経

験を積むことができる人事配置の推進 

キャリアステージに応じた研修の充実 

キャリアステージに応じた必要な知識等を習得できる研修の充実 

 

⇒

胆
振
教
育
局
の
学
校
職
員
個
人
調
書
。 

裏
面
の
下
は
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
の
欄
が
。 

要
性
を
増
す
と
い
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。 
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基
礎
定
数
と
加
配
定
数 

学
校
に
は
様
々
立
場
の
教
職
員

が
い
ま
す
。
担
任
・
副
担
任
、
学
年

付
き
…
、
そ
し
て
事
務
職
員
・
養
護

教
諭
。
最
近
で
は
市
町
村
費
教
員

や
特
別
支
援
教
育
支
援
員
が
配
置

さ
れ
る
場
合
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
こ
う
し
た
様
々
な
職
種

の
う
ち
、
国
・
道
に
よ
り
予
算
が
措

置
さ
れ
て
い
る
教
職
員
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

ま
ず
、
児
童
生
徒
数
（
＝
学
級
編

制
基
準
）
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る

「
基
礎
定
数
」
が
あ
り
ま
す
。
「
校

長
・
教
頭
・
一
般
教
諭
」
の
数
と
考

え
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。
北
海
道
に

お
い
て
は
、
国
と
同
等
の
編
制
基
準

と
し
な
が
ら
、
小
２
・
中
１
で
独
自

に
「
３
５
人
学
級
化
」
の
少
人
数
教

育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
加
配
定
数
が
あ
り
ま

す
。
毎
年
、
学
校
か
ら
申
請
し
、
宗

谷
教
育
局
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
が

行
わ
れ
、
国
の
予
算
措
置
や
申
請
し

て
い
る
学
校
の
計
画
が
考
慮
さ
れ
、

加
配
定
数
が
確
定
し
ま
す
。 

 加
配
に
も
、 

た
く
さ
ん
の
種
類
が
。 

 

学
校
で
は
、
誰
が
加
配
の
先
生
な

の
か
意
識
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
。
せ
い
ぜ
い
、「
Ｔ
Ｔ
の
先

生
が
い
る
ね
」
程
度
で
す
。
先
生
ど

う
し
で
は
「
Ｔ
Ｔ
加
配
」
と
い
う
言

い
方
を
す
る
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
も
正
式
な
言
い
方
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
実
際
の
加
配
定
数
は
、
実

に
様
々
な
施
策
と
関
連
づ
け
ら
れ

て
学
校
に
配
置
さ
れ
ま
す
。 

昔
か
ら
Ｔ
Ｔ
指
導
や
少
人
数
指

導
・
習
熟
度
別
指
導
の
た
め
の
加
配

と
し
て
「
指
導
方
法
工
夫
改
善
加

配
」
が
各
学
校
に
配
置
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
最
近
で
は
「
学
校
統

廃
合
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
」
な
ど
今
日
的
な
諸
課
題
に
対

応
す
る
形
で
加
配
教
員
を
配
置
す

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
年

度
、
宗
谷
管
内
で
は
お
よ
そ
一
五
種

類
の
加
配
が
各
学
校
に
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。 

「
局
面
接
」
は 

な
ん
の
た
め
に
あ
る
？ 

一
般
教
諭
の
人
事
面
接
の
目
的

は
、
学
校
長
具
申
と
教
育
長
内
申

に
加
え
て
、
人
事
異
動
希
望
者
本

人
の
事
情
・
要
求
を
任
命
権
者
で

あ
る
道
教
委
（
宗
谷
教
育
局
）
が
把

握
す
る
こ
と
で
す
。
面
接
に
よ
る

本
人
希
望
は
、
学
校
長
具
申
・
教
育

長
内
申
と
同
等
に
尊
重
さ
れ
る
の

が
原
則
で
す
。
端
的
に
い
え
ば
、
異

動
希
望
者
本
人
が
異
動
希
望
や
要

求
を
「
学
校
職
員
個
人
調
書
」
に
記

し
、
そ
の
上
で
宗
谷
教
育
局
の
担

当
者
に
直
接
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
、
人
事
異
動
に
伴
う
私
た
ち
の

「
権
利
」
で
す
。 

 

年
前
、 

局
面
接
が
な
か
っ
た 

時
代
が
あ
っ
て
… 

二
〇
一
〇
年
か
ら
運
用
さ
れ
て

い
る
現
在
の
「
人
事
異
動
要
領
」
に

は
、
い
わ
ゆ
る
「
局
面
接
」
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。 

「
４ 

異
動
上
の
留
意
点
」 

「
（
７
）
人
事
異
動
に
当
た
っ

て
、
異
動
対
象
者
及
び
異
動

希
望
者
が
面
接
を
希
望
す

る
場
合
に
つ
い
て
面
接
を

行
う
も
の
と
す
る
。
」 

「
局
面
接
」
は
、
昔
か
ら
当
た
り
前

に
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
か
ら
二
〇
年
前
、
局
面

接
が
な
い
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
時
期
の
人
事
異
動
要
領
に

は
「
他
管
異
動
」
に
関
す
る
ル
ー
ル

が
な
く
、
そ
の
た
め
『
ル
ー
ル
な
き

コ
ネ
人
事
（
定
期
大
会
議
案
書
よ

り
）』
が
横
行
し
ま
し
た
。 

 

教
職
員
の
要
求
で 

「
局
面
接
」
が 

要
領
に
定
め
ら
れ
る 

面
接
が
な
か
っ
た
場
合
の
問
題

点
は
具
申
・
内
申
を
正
確
に
把
握
で

き
な
い
こ
と
で
す
。
当
時
の
宗
谷
教

組
は
、
こ
の
こ
と
を
課
題
で
あ
る
と

し
て
、
面
接
の
あ
り
方
に
つ
い
て

「
管
内
人
事
及
び
他
管
人
事
の
対

象
者
の
う
ち
、
面
接
を
希
望
す
る
者

す
べ
て
に
面
接
を
行
う
こ
と
と
、
面

接
立
会
人
を
認
め
る
こ
と
」
を
要
求

し
ま
し
た
。
そ
し
て
一
九
九
八
（
平

成
９
）
年
人
事
異
動
要
領
か
ら
は
、

面
接
に
つ
い
て
も
明
記
さ
れ
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
面
接

の
立
ち
合
い
こ
そ
認
め
ら
れ
な
い

も
の
の
、
局
に
よ
る
面
接
が
行
わ
れ

て
れ
き
ま
し
た
。 

「宗
谷
で
が
ん
ば
り
た
い
！
」と
思
え
る 

人
事
異
動
制
度
で
あ
り
続
け
る
た
め
に 

「局
面
接
の
見
直
し
」に
つ
い
て
考
え
よ
う 
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 平成８年度 

人事異動要領 

平成９年度 

人事異動要領 

現行の人事異動要領 

 1996年まで 1997~2009年 2010年~現在 

エリアなど 

エリア区分なし 

地域区分 

「北宗谷」「南宗谷」 

「利礼」 

の３ブロック 

学校区分 
（へき地級地によって） 

Ａ～Ｄ群に区分 

エリア 

「北宗谷Ａ」 

「北宗谷Ｂ」 

「南宗谷」 

「利尻・礼文」 

異動基準年数 同一校勤務年数 

校長・教頭 

 ２年以上 

教員・事務職員  

８年以上 

新採用者 ５年以上 

利礼ブロック ４年 

北宗谷ブロック 

（へき地級 特・無級地）５年 

北・南宗谷ブロック

（へき地 １～４級地）６年 

新採用者は４年 

基本的に６年、 

利礼のみ４年、 

新採用者は４年 

特徴的な点 同一校勤務３年以上

で異動希望を出せる 

他管異動のいわゆる

「２校８年」新設 
異動希望有無欄廃止 

面接の有無 異動対象者の移動に

対する意向及び生活

状況を把握するた

め、市町村教育委員

会が面接を行う。 

異動対象者及び異動希望者が面接を希望す

る場合において面接を行うものとする。 

 

ルールと対話が公平・公正をもたらす 

199９年２月発行の第１０回定期大会議案書

に次のような資料があります。97年４月の人事の

結果、と 98 年４月の人事の結果を比較するもの

です（上表では左の要領から、真ん中の要領に変わったタイミング）。 

面接と「他管異動ルール」が、結果を激変させた

ことがわかります。宗谷管内における教員の確保

という点、そして私たち自身が公平・公正なルー

ルのもとで奮闘するという点では、局面接と異動

要領によるルールは重要なものといえます。 
２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年以上

異動要領改訂前後の他管異動数

97年度 98年度

 

今
年
１
～
３
月
、
人
事
が
進
ん
で
い
く
中
で
「
う
ち
の
学
校
の
加
配
が
は
が
さ
れ
る
？
」
と
い
う
懸
念

が
広
ま
り
ま
し
た
。
加
配
申
請
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
定
数
配
置
に
困
難
性
が
見
ら
れ
た
た
め
で
す
。
宗

谷
の
各
学
校
に
は
、
様
々
な
加
配
が
措
置
さ
れ
、
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
活
動
を
行
う
上
で
欠
か
せ
な
い
存

在
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

国
に
よ
り
、
教
職
員
定
数
が
現
実
的
に
は
減
ら
さ
れ
て
い
く
中
で
、
宗
谷
の
教
育
関
係
者
が
大
切
に
し

て
き
た
教
育
条
件
整
備
の
取
り
組
み
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 「う
ち
の
学
校
の
先
生
の
数
」 

言
え
ま
す
か
？ 

 

◆昨年度・今年度で 

宗谷の学校に置かれている加配の種類 

指導方法工夫   学校力向上 

児童生徒支援   体育専科 

授業改善チーム  通級 

免外解消     巡回指導   

中１ギャップ   コミュニティスクール   

統廃合      外国人子女 

離島       校内研修コーディネーター 

北
海
道
の
教
職
員
定
数 

◆
小
学
校 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◆
中
学
校 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◆
特
別
支
援
学
級 

学級数 配置数 

1 2 

2 3 

3 

単置校：15人以下、 
併置校：37人以下 4 
単置校：16人以下、 
併置校：38人以下 5 

4 6 

5 7 

6 
100 人以下 8 

101 人以上 9 

7 10 

8 11 

9 12 

10 13 

11 14 

12 15 

13 17 

14 18 

15 19 
 

学級数 配置数 

1 
単置校 3 

併置校 4 

2 6 

3 9 

4 9 

5 10 

6 11 

7 13 

8 15 

9 16 
 

学級数 
配置数 
小 中 

1 1 1 

2 2 3 

3 4 4 

4 5 5 

5 6 6 

6 7 7 

7 8 8 

 

【経験年数(採用からの年数)】 

【人数】 

教職員定数を数えてみよう 

例えば、下のような学校があります。 

学級数 6 学級の小学校。児童数は９０名です。特別支援学級

はありません。 
 

 

校長 教頭       担任６人       加配 事務 養教 

基礎定数 

 

このページ左上の表にあるように、６学級９０名の場合の定

数は「８」です。校長・教頭・教諭６人ということになりま

す。このほかに、事務職員と養護教諭が配置されます。この

学校の場合はさらにもう１名の加配教員がいることがわかり

ます。 

あなたの学校の教職員定数は？ 

学級数 教員数 加配 

   

※数え方：道費の先生の数を数えます。そして、そこから上

の「教員数」を引きます。出てきた数が加配教員の人数にな

るはずです。 
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宗
谷
管
内
に
は
、
今
も
昔
も
変

わ
ら
ず
「
へ
き
地
性
の
高
さ
」
が
あ

り
ま
す
。
新
学
習
指
導
要
領
に
は
、

「
地
域
の
図
書
館
や
博
物
館
，
美

術
館
，
劇
場
，
音
楽
堂
等
の
施
設
の

活
用
を
積
極
的
に
図
り
，
資
料
を

活
用
し
た
情
報
の
収
集
や
鑑
賞
等

の
学
習
活
動
を
充
実
す
る
こ
と
。」

と
い
っ
た
文
言
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
こ
う
し
た
部

分
に
お
い
て
は
、
宗
谷
の
子
ど
も

た
ち
に
は
、
札
幌
な
ど
の
「
へ
き
地

性
の
低
い
地
域
」
と
比
べ
れ
ば
教

育
格
差
が
あ
り
ま
す
。 

宗
谷
の
教
職
員
は
こ
う
し
た
地

域
性
の
中
で
、
宗
谷
の
子
ど
も
た

ち
の
よ
り
よ
い
成
長
の
た
め
に
力

合
わ
せ
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
学
校
づ
く
り
や
職
場
づ

く
り
で
の
力
合
わ
せ
で
あ
り
、
教

育
関
係
者
ど
う
し
の
連
携
、
子
育

て
運
動
に
代
表
さ
れ
る
保
護
者
や

地
域
の
つ
な
が
り
の
広
が
り
が
あ

り
ま
す
。 

一
方
で
は
、
管
内
教
職
員
の
平

均
年
齢
が
低
く
四
〇
代
を
前
に
他

管
異
動
し
て
し
ま
う
課
題
や
、
こ
こ

数
年
で
は
教
頭
受
験
者
が
不
足
し

て
い
る
課
題
な
ど
、
宗
谷
管
内
に
は

独
自
の
課
題
が
あ
る
の
も
事
実
で

す
。 

毎
年
９
月
に
文
部
科
学
省
は
来

年
度
の
予
算
を
「
概
算
要
求
」
と
し

て
ま
と
め
ま
す
。
こ
の
一
〇
年
間

は
「
教
職
員
定
数
改
善
計
画
」
が
な

い
ま
ま
教
職
員
定
数
が
議
論
さ
れ

る
た
め
、
文
部
科
学
省
と
（
予
算
を

決
定
す
る
）
財
務
省
の
間
で
は
毎

年
、
激
し
い
攻
防
が
あ
り
ま
す
。
財

務
省
は
、
現
在
の
教
職
員
数
を
ベ
ー

ス
と
し
て
児
童
生
徒
が
減
少
す
る

こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
た
め
加
配

等
に
よ
っ
て
教
員
増
が
あ
っ
た
と

し
て
も
現
在
を
上
回
る
た
め
に
は

相
当
な
科
学
的
根
拠
が
必
要
だ
と

し
て
い
ま
す
。 

文
部
科
学
省
は
こ
れ
ま
で
加
配

定
数
と
し
て
い
た
「
通
級
指
導
」
と

「
日
本
語
指
導
」
の
た
め
の
教
員
定

数
、
初
任
者
研
修
の
た
め
の
教
員
を

「
基
礎
定
数
」
と
し
て
計
算
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
と
関

連
し
「
指
導
方
法
工
夫
改
善
加
配
」

の
一
部
を
基
礎
定
数
化
す
る
こ
と

に
し
て
い
て
、
加
配
減
に
影
響
を
与

え
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

宗
谷
で
は
、
教
職
員
定
数
の
改

善
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の

教
育
条
件
だ
と
い
う
認
識
を
も

っ
て
「
教
育
条
件
整
備
の
運
動
」

と
し
て
教
育
関
係
者
が
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
宗
谷

の
教
職
員
組
合
運
動
と
し
て
、
こ

う
し
た
管
内
の
連
携
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
全
教
・
道
教
組
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。 

現
在
、
私
た
ち
が
定
数
改
善
・

教
育
条
件
整
備
に
つ
い
て
取
り

組
ん
で
い
る
の
は
春
か
ら
夏
に

か
け
て
行
う
「
え
が
お
署
名
」
と
、

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
行
う
「
教
育

全
国
署
名
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

道
教
組
・
道
高
教
組
は
教
育
条
件

整
備
の
観
点
で
「
ゆ
き
と
ど
い
た

教
育
を
求
め
る
取
り
組
み
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。
求
め
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。 

「
え
が
お
署
名
」
や
「
教
育
全

国
署
名
」
は
毎
年
取
り
組
ん
で
い

る
た
め
、『
日
常
の
中
で
の
署
名

の
ひ
と
つ
』
と
捉
え
ら
れ
が
ち
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、「
目
の
前

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
、
う
ち

の
学
校
の
先
生
の
人
数
が
！
」
と

い
う
課
題
で
い
え
ば
、
直
結
す
る

取
り
組
み
で
す
。 

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
さ
ら

に
後
押
し
す
る
こ
と
、
宗
谷
独
自

の
取
り
組
み
を
考
え
合
う
こ
と

な
ど
多
角
的
に
、
私
た
ち
が
今
抱

え
て
い
る
「
教
職
員
定
数
」
と
い

う
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方

策
を
考
え
合
い
ま
し
ょ
う
。 

  
 

宗
谷
教
育
局
も
こ
う
し
た
状
況

を
掲
げ
、「
教
員
の
資
質
・
能
力
の
向

上
」
の
た
め
と
し
て
「
宗
谷
管
内
に

お
け
る
小
・
中
学
校
教
員
の
人
材
育

成
プ
ラ
ン
」（
以
下
、「
人
材
育
成
プ

局
が
２
つ
の
「制
度
変
更
」を
計
画 

 

ラ
ン
」）
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
と
は
別
に
「
『
人
事
異
動
要
領

に
』
記
載
さ
れ
て
い
る
『
面
接
』」
の

あ
り
方
の
見
直
し
を
含
め
た
検
討

を
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 

人事を理解するワンポイント！ 
人事に関する話には、普段は使わない言葉が出

てきます。用語や仕組みをおさらいしましょう。 

【具申】 

異動希望を持つ先生が、「私、異動したいんです

けど」という意思を校長先生に伝えます。こう

した「本人の意見」を市町村教育委員会に伝え

ることを具申といいます。 

【内申】 

校長から上がってきた「具申」や、教育長面接

をもとにして、市町村教育委員会として宗谷教

育局に「本人の意見」「学校長の意見」などを参

考にして、人事異動希望の概要を伝えることを

内申といいます。 

定数改善の仕組み 
「公立義務教育諸学校教職員定数改善計画」の策定（昭和３４年～平成１７年）

文部科学省の定数改善の方策は次のような歴史をたどってきました。 

学
級
編
制
の
基
準 

第１次 

３４～３８年度 

第２次 

３９～４３年度 

第３次 

４４～４８年度 

第４次 

４９～５３年度 

第５次 

５５～３年度 

第６次 

５～１２年度 

第７次 

１３～１７年度 

５０人 ４５人 ４０人 
１８年度以降策定されず 

２００１年に「第７次改善計画」が作られて以来、この１５年
間は改善計画が作られていないことに課題があります。 
 

教職員定数の決まり方 

文部科学省が「概算要求」 

毎年９月初めに各省庁は次年度の予算を財務省に要求します。この

中で、教職員定数についても触れられています。 

文部科学省が財務省との交渉 

文部科学省が作った「概算要求」に対し、財務省が精査し実際の予

算を決定します。 
 

財務省の考え方 

 理想の教育環境を追い求めると、教職員定数や外部人材の活用、教育施設・機
械設備の充実など、必要なものは際限なく存在し、予算はいくらあっても足り
ない。➡歳出については人口減少を踏まえた「自然減」を前提とすべき。 

 「未来への投資」という観点から真に効果的・効率的なものであるかどうかに
関し、学校現場の実態も踏まえつつ、確かなエビデンスに基づく議論を。 

 「現在の教育環境を維持した場合の 10 年間の基礎・加配定数」を、「少子化
を反映した教職員定数のベースライン」とする。 
➡これ以上に教職員定数が必要な場合は、いじめ・不登校問題への対応、学力
向上やアクティブ・ラーニングなどの効果について、確かなエビデンスに基づ
く議論を予算編成プロセスの中で行い、PDCAサイクルを徹底 

 学校を取り巻く多様な問題に対しては、引き続き「チーム学校」や「学校を核
とした地域づくり」などの取組を強力に進め、多様な専門家や地域住民が参画
する「学びの場」を構築するとともに、教員が授業に専念できる環境を整え、
単なる「数」ではなく、教育の「質」の向上に向けて効率的で効果的な施策を
実現していくべき 

 

え

が

お

署

名 

教
育
全
国
署
名 

 

 
国・北海道に対して、教育予算
の増額（少人数学級の実現、高校授業
料無償化)などを求める署名です。 

春から夏に「文科省概算要求」
に対して教育予算増額などを
要請する署名 

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め
る 

ふ
た
つ
の
署
名
の
意
味 

教
職
員
定
数
改
善
は 

「教
育
条
件
」だ
！ 

【異動対象者】 

人事異動要領に定められている

要件を満たした場合「異動対象

者」となります。異動基準年数に

達した場合、勤務校が過員・閉校

の場合などがあります。 

【異動希望者】 

異動対象ではないが、なんらかの

理由により人事異動希望を出す

場合を「異動希望者」といいます。

ちなみに、異動対象者の中に「異

動希望」を持たない方がいる場合

もあります。学校事情で「来年も

残る」という場合などです。 

【学校職員個人調書】 

いわゆる「人事調書」のことです。

管内用と他管用があります。 

教頭受験者の 
生み出しの課題も！ 
今年も教頭受験者の不足が危惧されていま

す。昨年度は、10人程度必要とされる中で管

内で 5 名の受験者が生まれました。今年も退

職等が多く見込まれているため、昨年度以上に

教頭受験者の生み出しが求められます。 

管内的な課題として、教職員全体の人数が減

ることで他管異動によってミドルリーダー層

が不足が顕著になっていることがあります。ま

た、20年以上前の人事異動要領の影響で稚内

市のみ経験のため、教頭受験要件を満たしてい

ないベテラン層の方がいることもあります。 

今や、管理職の少なさは宗谷だけではなく、

どこの管内でもあるそうです。だからこそ、宗

谷の中での生み出しについて考えていきたい

ものです。 
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みんなで 
読み合おう 

宗谷教職員組合 
 

〒  稚内市緑２丁目４－２１ 宗谷教育会館 

 

発行責任者：古川 正史 

 今、宗谷管内には教育の根幹に関わるともいえる、ふたつの課題があります。ひ

とつは、人事異動の際に行われる「局面接の見直し」をはじめとする人事に関する

ものです。そして、もうひとつは今年の冬に危惧された加配定数の削減に関わる「教

職員定数」の問題です。 

 どちらも、私たち教職員が宗谷で「学校の先生」をやっていく上で、知っておく

べき課題であり、学校づくりをよりよくするために、また教職員の権利の側面から

も重大な問題です。 

 宗谷教職員組合では、このふたつの課題について、広く教職員集団として考え合

うことを呼びかけます。たくさんの教職員のみなさんの理解と働きかけが、制度改

善につながるよう教育関係者との連携を強めます。 

 

宗谷の教育を担う私たちの「勤務」に関わる課題 

宗谷の先生方が輝けるための、公正・公平な人事制度の確保 
◆宗谷教育局が「局面接」のあり方について見直しを含めて検討 

【課題として】 

「学校づくりの充実」と「先生方の要求実現」を公平・公正にかつ、よりよく実現す

るための機会を確保できるのか 

【私たちが考え合いたいこととして】 

・宗谷の教職員として、「学校づくりと人事」について理解を深めよう 

 ▶「人事の仕組み」を理解することからはじまる、『人事異動希望の持ち方、伝え方』 

 ▶公平・公正な人事のために、私たちが備えるべきこと、制度として認められるべきこと 

・より一層「宗谷だから頑張れる」という思いが持てるような『教育』とそ

の具体的実践を求め合おう 

 ▶離島を抱える宗谷という地域性、教育を担う教育公務員として誇れる働き方とは？ 

 ▶「宗谷みんなで頑張り合おう」と思える教育関係者の、激励と力合わせを 

 

宗谷の関係者が守ってきた教職員定数を守る取り組み 

「学校の先生ってたくさんいるに越したことないよね」って 
語り合える協同の取り組みを進めよう 

◆今年の冬、「うちの学校の加配が減る！？」って慌てたの、覚えていますか？ 

【課題として】 

・国は教職員定数を増やそうとは、残念ながら思っていません。 

【私たちが考え合いたいこととして】 

・広く教職員、保護者と「先生ってたくさんいる方が子どもたちのために

なるよね」ということを、仕組みも含めて語り合うための方策を。 

・「教育」って大事だよねという無意識的には当たり前のことを、『やっぱ

り、そうだよねぇ』と理解し合えるための取り組みを！ 

 

宗
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文
部
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る
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育
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に
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え
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。
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我
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友
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そ
し
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定
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宗

谷
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、

よ
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と
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う
保
護
者
や
教
育
関
係

者
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願
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範
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世
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押

し
上
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い
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取
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必
要

く
す
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た
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手
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取
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取
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に
な
り
ま
す
。
街
で
学
校
を
支
え

て
く
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
は
も
と

よ
り
、
行
政
や
議
会
を
巻
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込
み
、

日
本
の
最
北
端
で
元
気
に
学
ぶ
子

ど
も
た
ち
の
教
育
条
件
を
よ
り
良

全道の「加配」の現実。 
 宗谷で働いていると、各校に様々な加配教員が配置されて

いて「加配の先生がいること」はまるで当たり前のように感

じてしまうことすらあるものです。そこで、次の条件で道内

の小学校をいくつかピックアップし、教職員定数の観点で宗

谷と全道を比較してみました。 
 

比較するのに定めた条件 

・小学校１２学級規模 

・学校力向上総合実践事業の「実践指定校」「近隣実践校」ではない 

・特別支援学級開設数が明らか。 

＜宗谷では枝幸小がこの条件に。枝幸小は「指導方法工夫改
善」の加配が２つ配置されています＞ 

 

宗谷以外でも、２つ以上の加配が配置されている学校があ

るのも事実です。ただ、全学年２学年の学校規模でも、加配

が配置されていない学校もあります。また、加配部分を期限

付で対応している場合も多いと聞きます。 

新年度スタートに際して「加配に頼らない学校経営を考え

るべき」という管理職の説明があったという話も伝え聞きま

す。『加配がいることは、当たり前じゃない』ということを理

解すべきということがこのことからもわかります。 

 

例えば、こんなコトやってみませんか？ 

①私たちは何ができるのかを分会が中心になって考え合う 
 ▶「教職員定数」を『一部の知ってる人だけの問題』にしないために 

②「えがお署名」を手に、隣の先生と「教育条件」について語り合う 
 ▶はじめの一歩は、宗谷教組以外の職場の仲間から 

③校長先生を講師に、職場で「教職員定数」講座をやる 
 ▶職場ぐるみの取り組みをリードしてくれるのは、やはり職場の管理職！ 

④分会として、「教育条件」を求めあうことについてＰＴＡ会長さんと懇談 
 ▶１月の緊急の取り組みでは、校長会による署名にも応じてくれています。 

⑤支部として、街の教育について教育関係者と懇談 
 ▶「うちの街の子ども、こんなふうに育ったらいいよね」って『教育』を語ろう！ 

⑥街ぐるみで、教育について考え合う場をみんなで創る 
 ▶市町村費教員など市町村教委独自の取組に感謝。そして道・国による定数拡充へ！ 

⑦分会・支部が主体になって、たくさんの保護者と「えがお署名」片手に笑顔で対話 

 ▶保護者と「教育」について語り合う取り組みはどうですか？ 

⑧支部が中心になって、街頭署名にチャレンジ！ 
 ▶豊富支部では戸別訪問、稚内支部では街頭署名などそれぞれの支部の得意な方法が。 

⑨町の企業・事業所に署名用紙を置いてもらうという方法でも対話・署名活動！ 
 ▶高教組富良野支部の取組。これも大事な対話活動です。 

⑩「私たちの働き方」と「教職員定数」問題を職場ぐるみで分かり合う 
 ▶「えがお署名」で職場ぐるみの取り組みに、「教育全国署名」で職場の運動に押し上げよう！！ 
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